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　 2117 日野式 2 号飛行 機 の 復元
The 　Restoration　of　the　Hino 　type　II　Airplane

　　　　　　　 ○正 渡辺 顯 、丹 治 明 、 松野建
一

（口本 工 業大学）

Akira　WATANABE ，　Akira 　TANJI 　and 　Kenichi 　MATSUNO 　 （Nippon 　 Institute　 of 　 Technology）

　Military　soldier 　HINO 　who 　sucoeeded 　the 丘rst 且ight　of 　power 　driven　airpla 皿 e　in　Japan ，
made 　4　 airplanes 　by　his　own 　idea．　 The 　2nd 　airplane 　of 　theln 　was 　asse 皿 bled　i皿 1911 　at

Tokyo 　Technical且 igh　Schoo1 （the 皿 other 　school 　of 　Nippon　Institute　of 　Techllology： MT ）．

He 　tried　its且ight，　but　unfortunately 　it　didn 「t 且y− As 　a　100　years 　a 血 versary 　project 　of　MT ，
the 　restoration 　of 　this　2nd 　type　airpla 皿 e　was 　conducted ．　This　repo 比 shows 　the 　outli 皿 e 　of 　the

restoration 　pr（）ject．
　　　　 　 Key 　Words ： Hino   e　II　a ゆ lane，　 Restoration，　 Ku 皿 azou 　HINO

1 ．は じめ に

　 人類初 の 動力飛行 は ライ ト兄弟 に よ り1903年 12A に

成功 し た。そ の 7 年後 の 明 治 43 （1910）年 には 日本 にお

い て 動力付 き飛 行機 に よ る初飛 行 が 、アンリワ ァルマン機 （仏

製）に よ る徳川 大尉 とハ ンス
・グ ラーデ 機 （独製）に よ る 日野

大尉 に よ り行 われ て い る。こ の 日 野 大尉 は 、こ の 前後、
個人 と して飛 行機 開発 に取 り組み 、 4 機 の 開発 を行 っ

た。残 念 な が ら どの 機体 も実飛 行 には至 らなか っ た。
　 こ の 中の 『日 野 式 2 号機』は 、 明治44 （191D 年 に 、
日本工 業大 学 （日 工 大 ） の 母 体 で あ る東京 工 科 学校 で

機体組 み立 て が行 われ 、青 山と代 々 木の 両練兵場 に て

飛行が試み られた。 日 工 大 は学園創立 100 周年を記
念 して こ の 『日野 式 2 号機』 の 復 元 を計画 し 平成 19
年 6 月 に完 成 し大学博物館 に展示 した。 こ こ で は こ の

機体の 調査研 究 とそ の 復 元 に 関 して の 概要 を示 す 。

2 ． 日野 大尉 と 日野式飛行機
　 日野 大尉 は、 4 機 の 飛行機 を私的に設 計 ・製作 し た

が 、 どの 機体 も実飛 行 に至 らなか っ た 。 各機 体 の 正 式
な型 式 ・名 称 は な く、 2 番 目に設 計 ・製作 した飛行機
が 『日野式 2 号機』 と称 され て い る 。

　 日野式 2 号機お よび 日野大尉個人に 関係す る資料は

少 な く、入 手 し た資料 は、日野 式 2 号機 の 写真が 6 枚、
昭和 期 に作成 され た と思われ る三 面 図 が 1 枚、そ の 他
日野大尉 に関す る文献 資料 等で あ る 。 図 1 に 当時撮影

され た 日 野式 2 号機 を示す 。

図 1 日野 式 2 号機の 青 山練兵場 で の 試験飛行 準備

3 ．日野 式 2 号機 の 復元 ま で の 作業

　 日野式 2 号機 の 復元 に 当 た っ て は、大学 で の 教育研

究 と し て 進 め る こ とを踏ま え、大 学施設 の 利用 お よび

学生 の 参画 も考慮 し以下の 作業 を実施 し た 。

（1 ） 日野大尉 と 日野式 2 号機 の 検討
（2 ） 2 号機 の CAD 図面 の 作成
（3 ）復元 機検討 とス ケー

ル モ デ ル 機 の 作製
（4 ）飛 行 特性 推定 と仮想飛行動 画 の 作成
（5 ）復元 機の 製作

4 ． 日野式 2 号機 の 図面 、
ス ケ

ー
ル モ デル の 製作

4 ． 1　 日 野式 2 号機機体概 要

　ま ず始めに 、収 集 し た資料 （写真 と簡単 な図面） よ

り構造 寸法 の 割 り出 しを行 っ た。写真か らの 寸法割 り

出し は難 しい が外観 に 関 して は有効 な情報 とな っ た。
よ り 正 確性 を 期す た め と不 明 な部 分 の 形 状 を検討 す る

ため に 1 ／5 ス ケール の 模型製作 を行 っ た 。図 2 に製
作 された全長1840   の 形状検討用模型 の 写真 を示 す。
そ の 形 状検討 用模型 も含 め 、機体三 図面 の 作成 と機体

諸元 推定を行 っ た。

図 21 ／5ス ケ
ー

ル モ デル 機 の 外 観

4 ． 2　 機体諸元 の 推定
　入 手 し た資料 、写真お よび ス ケ

ー
ル 模型 な どよ り、

復 元機製作 に必要 な諸元推定 を行 っ た 。こ の 結果 の ま

とめ を表 1 に示 す。
（1 ） 日野式 2 号機 の 構 造 に つ い て

　 日野 式 2 号機 の 構 造 は写真 よ り 1 人乗 り木 製単葉 、
エ ン ジン 中央 配置 、プ ッ シ ャ

ー
タイ プ推進で あ る。

（2 ）翼型 に っ い て

　 日野 式 2 号機が製 作 され た 1910年代前後の 代表 的 な

翼型 と 2 号機 の 写真 よ り 「ブ レ リオ式 翼型」 に 近い と

推測 し た。
（3 ） エ ン ジ ン に つ い て

　 ラ ジ エ タ
ー

が搭載 され て お り水 冷式で 写 真 よ り 6 気

筒 と見 るが 、 2 種類の 筒 が あ り内部詳細機構 は 不明 で

表 1　 日野 式 2 号機 の 推定　体 ≡
元

、

、
ウ寸

廿

1 機体 木製 、胴 体前部 羽布

張 り

全長 ； 6 〜9m
全　　 2 〜2　5m

2 陀 プ レリ才型
一
　 6 〜11m

3 エ ン ジ ン 水冷、 2 サ イ ク ル 、

6気 肓

馬 力 ：
〜40 馬 力

重量 ：
〜 30k

4 プ ロ ペ ラ 2　 ブ レ ー ド さ 2 〜 25m
5

、
プ “

シ 　ータ イ プ

6 操縦方式 操縦 ス テ ィ ッ ク とペ

ダ ル

ス ロ “トル 　定

ピ ッ チ ； 昇降舵
ロ ール ；主 翼 端 捻 り

ヨ ー
　

・
方向舵

7 重量 機体

全備 重量

200 〜300kg
300 〜350k
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あ る。当時の 技術 よ り 2 サイ クル エ ン ジ ン と考 え る。
エ ン ジ ン パ ワ ーは 資料 に よ り ま ちま ち で 20〜42馬 力 と

散見 され た。重量は推定で 30kg 以 下 と見た 。 燃料タ

ン ク が エ ン ジ ン 直 下 に あ る が 、重力 と の 関係 で こ の 配

置 は燃 料給油 ポ ン プ に 工 夫 が い る と考え る。
（4 ）プ ロ ペ ラ に つ い て

　プ ロ ペ ラ は 、資料写真 よ りは 2 枚ブ レ
ー

ドで あ り 、

直径 は か な り大 き く、 ピ ッ チ は 比 較的 浅 い
。 回 転 数は

小 さい （〜1，000rpm以下 ） と み た 。

（5 ）操縦様式

　操 縦席 は エ ン ジ ン 前部 に位置 し視界 は 良好 で あ るが

やや 狭 い 感 が あ り 、 3 舵 の 操 作 が難 しい 様 に感ず る 。

5 ．飛行特性推定 と仮想飛行動画
　実機 は実飛行 に至 らなか っ た た め CG （Computer ・Gr
aphics ）で そ の 仮 想飛 行 の 様 子 を 見 る こ と とし た 。 こ

の た めに飛行 特 性 （速度や 推 力 な ど）の 推定を行 っ た。
5 ． 1　 飛 行特 性 の 推定

　表 1 に ま と めた機体諸元 を参考に表 2 に示 す飛行諸
元 を 定め た。ブ レリオ式 翼型 を参 考 に翼の 揚力 係数 、抗
力係数 を推定 した。また全機抗力は翼部 と機体部 を半
々 とみ た。プ ロ ペ ラ効率 （O．5）と滑走距離 は 当時の 一

般 的 な機 体 の デー
タな どを参考 に定め 、飛行時 の 性能

を表 3 示 す値 を推算した。

　 　 表 2　 日野式 2 号機 の 仮 想 飛 行諸 元

1 全 備 重 量 （離 陸、定常 と も） 330k

2 面 12m2
3 滑走距 100m
4 陸時速度 20 血 ／sec

表 3　 推定飛 行性能
1 時に必 要な馬 力 17 ，7 馬 力
2 定常飛 行 時速度 80km ／h
3 定常飛行 に必 要 な馬 力 4 ．4 馬 力

5 ． 2　 CGに よ る 日野式 2 号機 の 作成
　 日野 式 2 号機 の CG製 作で は 3 次元 CGソ フ 「Shade」

を利 用 した。仮想 飛行 ル
ー

トは 日野式 2号機 の 復 元 が

日 工 大 の 学園創 立 100 周 年 の 記 念事業 と し て 行わ れ た

こ と もあ り、大学上 空 と した 。 仮想飛 行 して い る状況

を図 3 に 示す。

図 3　 日本 工 業大学上 空 を仮想飛行す る

　　　CGで製作 した 日野式 2 号機

6 ． 日野 式 2 号機 の 復元
6 ． 1　 製作 の 進め 方
　復 元 で は、機体寸法、概略図面な どは 大学が 主 と し

て 担 当 し
、 機 体主要 部分 の 製作は 、こ れ ま で に 古典機

を 3 機復元 した （株）オメガテクノモデリング が行 っ た 。
エ ン ジ

ン ク ラ ン ク 室部分は大 学 の 鋳造セ ン タ ー、機械工 作セ

ン タ ーが製 作 した 。当初 の 寸 法 はそ の 後 の 写真 との 再

照合 で 違 い が あ り、修 正 を施 し なが ら製作を進 めた。
6 ． 2 ・復 元 にあた っ て

　機 体寸 法 、 機 体 構 造、主 翼形 状、エ ン ジ ン 構 造、操

縦策 、仕様 金 具、木製材質 な ど、で き るだ け 当時 を再

現 し た い が 、今後の 長期間展 示 も考慮 し、外 形 を写真
に酷似 した形状 とし、金 具 な どの 小部品、羽 布材質 な
どは近 年 の も の も利用 す る こ と と し た 。
6 ． 3　 復 元機 の 最終機 体概要 と諸元

　最終的に 完成 し た復元機 の 仕様 を表 4 に 示 す。

4　 日野式 2 号
！

元　 の 　　 　要
主

一 ＿

1 全 7 ，06 　m

2 全幅 10 ．00 　皿

3 全高 2 ．85 　m

4 重 量 224 　　 k
5 機 体構 造 木 製材質 ： ス プ ル

ー
ス 材

張 　　　　： ス テ ン レ ス 、
6 主 疑 以ブ レ リオ型 　 芯 り

7 羽 布 ： ダク ロ ン （合 　　　）

8 エ ン ジ ン レ プ リ カ （外観 の み）、 6 気筒
中央 部 ： ア ル ミ鋳造

（内部 に プ ロ ペ ラ駆 動用 電動モ ータ有 ）

9 プ ロ ペ ラ 2　 ブ レ
ー

ド、直径 ： 2．35m

6 ． 4 　復元 機展示

　平成 19 年 6 月 に完成 し た復元機 は 日工 大 の 工 業技
術博物 館 に地上 展示 され た。図 4 に示す 。

図 4 　目 工 大 工 業 技 術 博 物 館 に 展 示 され た 日野 式 2 号 復 元 機

7 ，ま とめ

　 日野式 2 号機 は 2 回 の 飛 行試験 を試み た が 発 動機不

調 で 実飛 行 に は至 らなか っ た。当時 の 製作 に関す る設

計 図面資料 は ほ と ん ど残 され て お らず 、復元 に 当 た っ

て は写真 に よ る外 観復 元 を主体 とし て 進 め、各部材や

接続方 法 お よび エ ン ジ ン 駆 動方 式 な ど の 詳細 は確定で

きず相当品ある い は外観 の みで 対応 した 。

　復 元 し た 機体か ら見 る と、機体木製構 造 の 剛 性 が 不

足 して い る し、操舵方式 も詳細 が分か らず、仮 に 離陸
し て も操縦 はか な り難 し い と考 える。
　今回の 復元 は本 学 の 教育研 究的観点か ら非常に 有意

義な もの と考え て い る。最後 に 、本復 元 に あた っ て は

多 くの 関係者 の 協力 が あ っ て 完成 した こ とを付記 し、
こ こ に 謝意を表する。
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